
令和元年 10 月 23 日 12 時時点 

北陸地方整備局 河川部 

※下線部は前回からの変更箇所 
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令和元年１０月台風第１９号における出水の概要（第３報） 

【信濃川水系、阿賀野川水系、関川水系】 

 

※本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。 

 

１． 出水状況 

〇氾濫危険水位超過 

信濃川水系（千曲川、信濃川、魚野川）、阿賀野川水系（阿賀野川）、関川水系（関川）の 

3 水系 5 河川 9 地点で氾濫危険水位を超過。 

   信濃川水系  ：千曲川 ［生田、杭瀬下、立ヶ花］ 

             信濃川 ［小千谷、長岡、大河津］ 

             魚野川 ［小出］ 

   阿賀野川水系：阿賀野川 ［馬下］ 

   関川水系   ：関川 ［高田］ 

  

２． ホットラインの実施 

信濃川水系、阿賀野川水系、関川水系の 3 水系に関して 36 市町村にホットラインを実施。 

信濃川水系 24 市町村、阿賀野川水系 11 市町村、関川水系 1 市 

 

３． 緊急速報メールを活用した洪水情報のプッシュ型配信 

   信濃川水系、阿賀野川水系の 2 水系 4 河川で 14 回の洪水情報のプッシュ型配信を実施。 

信濃川水系  ：千曲川（8 回）、信濃川（3 回）、魚野川（1 回） 

阿賀野川水系 ：阿賀野川（2 回） 

 

４． 主な施設被害 

信濃川水系千曲川 左岸 58.0k（長野県長野市穂保地先） 堤防決壊 

 （応急復旧中） 

信濃川水系千曲川 左岸 104.0k（長野県上田市諏訪形地先） 堤防欠損 

 （応急復旧中） 

信濃川水系魚野川 左岸 25.0k（新潟県南魚沼市今町地先） 堤防欠損 

 （応急復旧完了） 
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５． 主な一般被害 

※調査中の速報値として確認できているもののみ掲載しています。 

 ○新潟県 

   小千谷市         3 件 （床下 3） 

   妙高市           9 件 （一部損壊 3、床下 6） 

   阿賀町           33 件 （全壊 2、半壊 5、一部損壊 1、床上 5、床下 20） 

   津南町          12 件 （床上 3、床下 9） 

   長岡市           140 件 （一部損壊 4、床上 11、床下 125） 

   柏崎市            2 件 （一部損壊 2） 

   上越市          111 件 （全壊 1、一部損壊 13、床上 4、床下 93） 

 

 ○富山県 

   朝日町           1 件 （床下 1） 

 

 ○福島県 

    只見町          4 件 （全壊 1、床上 1、床下 2） 

    猪苗代町       128 件 （一部損壊 127、床下 1） 

    会津若松市       4 件 （一部損壊 3、床下 1） 

    磐梯町          9 件 （一部損壊 9） 

    南会津町         3 件 （床上 1、床下 2） 

    会津坂下町       2 件 （床上 1、床下 1） 

    喜多方市          1 件 （床下 1） 

     天栄村             3 件 （床上 1、床下 2） 

     下郷町             1 件 （床上 1） 

     

○長野県 

  長野市        5,086 件 （床上 3,305、床下 1,781） 

  松本市             1 件 （床下 1） 

      上田市         119 件 （全壊 1、床上 31、床下 87） 

      岡谷市           2 件 （一部損壊 2） 

      須坂市           318 件 （床上 218、床下 100） 

      中野市           122 件 （一部損壊 3、床上 82、床下 37） 

      飯山市         613 件 （床上 407、床下 206） 

      佐久市         638 件 （床上 99、床下 539） 

      千曲市         2,101 件 （床下 1,310、床下 791） 

      東御市           6 件 （床上 3、床下 3） 
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      小海町           9 件 （床上 4、床下 5） 

      川上村             5 件 （一部損壊 2、床下 3） 

       南牧村             3 件 （床上 1、床下 2） 

      南相木村          8 件 （床上 2、床下 6） 

      北相木村        24 件 （全壊 1、床上 8 床下 15） 

      佐久穂町        94 件 （床上 44、床下 50） 

      軽井沢町         2 件 （全壊 2） 

      御代田町         2 件 （床上 2） 

      立科町            35 件 （床上 4、床下 31） 

      青木村           1 件 （床下 1） 

      長和町          51 件 （床上 1、床下 50） 

      辰野町          30 件 （半壊 3、一部損壊 27） 

      箕輪町           6 件 （一部損壊 6） 

      飯島町           1 件 （一部損壊 1） 

      南箕輪村          1 件 （一部損壊 1） 

      麻績村           3 件 （床下 3） 

      筑北村           4 件 （床下 4） 

      坂城町           2 件 （床上 1、床下 1） 

      小布施町          59 件 （床上 31、床下 28） 

      高山村             2 件 （床下 2） 

      木島平村         1 件 （一部損壊 1） 

      野沢温泉村        20 件 （床上 10、床下 10） 

      信濃町          25 件 （一部損壊 20、床下 5） 

      飯綱町             4 件 （一部損壊 4） 

      栄村            4 件 （床上 2、床下 2） 

       

※ 出典 新潟県資料「台風第 19 号による被害状況をお知らせします。」（第 10 報）（10/21 16:30）より 

※ 出典 富山県資料「台風第 19 号による被害状況等について（第 5 報）（10/18 9:00）より 

※ 出典 福島県資料「令和元年 10 月 12日 台風第 19号による被害状況即報（第 18 報）」（10/22 13:00）

より 

※ 出典 長野県資料｢第 14 回災害対策本部員会議｣（10/22）より 

 



令和元年１０月台風第１９号における出水の概要
≪第３報 １０月２３日 １２時 時点≫

国土交通省 北陸地方整備局 河川部

※数値は速報値ですので今後の精査等により変更する場合があります。



北陸地方整備局 河川部気象・降雨の概要

■大型で非常に強い台風第１９号は、１０月１２日の夕方から夜にかけて、非常に強い勢力を保ったまま東海・関東地方に上陸し、
台風本体の発達した雨雲の影響により、広範囲で記録的な大雨をもたらした。

【雨量積算図】
提供：新潟地方気象台

天気図（10月12日6時、気象庁HPより）

※本資料の数値は速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

（国）： 国土交通省所管の雨量観測所

土樽（国）
359mm［10/11・16時～10/13・13時］

つ ち た る

塩名田（国）
276mm［10/11・12時～10/13・4時］

し お な だ

志賀（国）
381mm［10/11・17時～10/13・12時］

し が

三頭（国）
287mm［10/11・21時～10/13・11時］

さ ん と う

観音山（国）
529mm［10/11・3時～10/13・2時］

か ん の ん や ま
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北陸地方整備局 河川部北陸地方整備局管内の直轄管理河川の状況

〇避難指示及び避難勧告
・長野県 ５市１村

（須坂市、上田市、長野市、栄村
飯山市、中野市）

・新潟県 ７市１町
（長岡市、燕市、阿賀町

小千谷市、妙高市
阿賀野市、上越市
新潟市）

※避難指示・避難勧告の発令があった市町村について
10月15日時点の実績として集計

直轄河川管理区間

水防団待機水位超過河川

凡 例

氾濫注意水位超過河川

避難判断水位超過河川

氾濫危険水位超過河川

阿
賀
川

常
願
寺
川

神
通
川

庄
川

長野県

新潟県

山形県

福島県
富山県石川県

福井県
岐阜県

■管内１２の一級水系のうち、３水系５河川で氾濫危険水位を超過。

１．河川出水状況（直轄河川）

〇レベル５（氾濫の発生） ＜１河川＞
・信濃川水系（千曲川）

〇レベル４（氾濫危険水位超過） ＜５河川＞
・信濃川水系 （千曲川、信濃川、魚野川）
・阿賀野川水系 （阿賀野川）
・関川水系 （関川）

※10月15日時点で水位は水防団待機水位以下

２．避難指示等の状況（直轄河川沿川）

※本資料の数値は速報値及び暫定値であるため
今後の調査で変わる可能性があります。
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氾濫の発生



北陸地方整備局 河川部降雨の概要（信濃川上流域／千曲川）

■信濃川上流域（千曲川）では、志賀、塩名田雨量観測所等において、近年の代表的な出水（Ｈ１８.
７）を超える雨量を観測しました。
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※流域内の特に雨量が多かった範囲における主な雨量観測所の雨量

※本資料の数値は速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

志賀雨量観測所
し が

塩名田雨量観測所
し お な だ

し が し お な だ
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北陸地方整備局 河川部降雨の概要（信濃川中流域／信濃川・魚野川）

■信濃川中流域（信濃川・魚野川）では、清水川原、土樽雨量観測所等において、近年の代表的
な出水（Ｈ２９.１０）を超える雨量を観測しました。
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※流域内の特に雨量が多かった範囲における主な雨量観測所の雨量

※本資料の数値は速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

清水川原雨量観測所
し み ず が わ ら

土樽雨量観測所
つ ち た る

し み ず が わ ら つ ち た る
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北陸地方整備局 河川部降雨の概要（阿賀野川流域／阿賀野川・阿賀川）

■阿賀野川流域では、松坂、観音山雨量観測所等において、近年の代表的な出水（Ｈ２３.７）を超え
る雨量を観測しました。
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※流域内の特に雨量が多かった範囲における主な雨量観測所の雨量

※本資料の数値は速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。
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北陸地方整備局 河川部降雨の概要（関川流域／関川）

■関川流域では、三頭、赤倉雨量観測所等において、近年の代表的な出水（Ｈ７.７）を超える雨量を
観測しました。
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※流域内の特に雨量が多かった範囲における主な雨量観測所の雨量

※本資料の数値は速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。
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北陸地方整備局 河川部水位の概要①-１ （阿賀野川水系阿賀野川）

阿賀野川水系阿賀野川の馬下水位観測所において、氾濫危険水位を超過し、１０月１３日９時４０分にピーク水位２３．１８ｍを記録
しました。

7

■阿賀野川（馬下水位観測所）の年最高水位比較図
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※ 本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

氾濫危険水位 ２２．８０ｍ

※ 氾濫危険水位：洪水により相当の家屋浸水等の被害を生じる氾濫の恐れがある水位

水位
（m）

＊：水文観測データ統計処理要領より統計データでは欠測であるが、比較が可能なようにデータを補填

１０月１３日 ９：４０
ピーク水位 ２３．１８ｍ

昭和３３年９月１９日 ０：００
既往最高水位 ２４．８０ｍ

＊



北陸地方整備局 河川部水位の概要①-２ （阿賀野川水系阿賀野川）
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水位（m） 時間雨量（mm/h）

１０月１１日 １０月１２日 １０月１３日

水防団待機水位 19.65m

氾濫注意水位 20.15m

避難判断水位 22.00m

氾濫危険水位 22.80m

既往最高水位 24.80m

馬下水位観測所

八田蟹雨量観測所

今回の洪水による最高水位
10月13日 9:40  23.18m
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北陸地方整備局 河川部水位の概要②-１ （信濃川水系信濃川）

信濃川水系信濃川の小千谷水位観測所において、氾濫危険水位を超過し、１０月１３日１０時２０分にピーク水位５０．１９ｍを記録
しました。

9

■信濃川（小千谷水位観測所）の年最高水位比較図
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※ 本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

氾濫危険水位 ４９．２０ｍ

※ 氾濫危険水位：洪水により相当の家屋浸水等の被害を生じる氾濫の恐れがある水位

水位
（m）

＊：水文観測データ統計処理要領より統計データでは欠測であるが、比較が可能なようにデータを補填

１０月１３日 １０：２０
ピーク水位 ５０．１９ｍ昭和５６年８月２３日 １２：００

既往最高水位 ４９．３５ｍ



北陸地方整備局 河川部水位の概要②-２ （信濃川水系信濃川）
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水位（m） 時間雨量（mm/h）

１０月１１日 １０月１２日 １０月１３日 １０月１４日

水防団待機水位 45.50m

氾濫注意水位 46.50m

避難判断水位 48.50m

氾濫危険水位 49.20m
既往最高水位 49.35m

小千谷水位観測所

二居雨量観測所

今回の洪水による最高水位
10月13日 10:20  50.19m
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北陸地方整備局 河川部水位の概要③-１ （信濃川水系信濃川）

信濃川水系信濃川の長岡水位観測所において、氾濫危険水位を超過し、１０月１３日１２時００分にピーク水位２３．８７ｍを記録し
ました。

11

■信濃川（長岡水位観測所）の年最高水位比較図
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※ 本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

氾濫危険水位 ２３．８０ｍ

※ 氾濫危険水位：洪水により相当の家屋浸水等の被害を生じる氾濫の恐れがある水位

水位
（m）

＊：水文観測データ統計処理要領より統計データでは欠測であるが、比較が可能なようにデータを補填

１０月１３日 １２：００
ピーク水位 ２３．８７ｍ

昭和５７年９月１３日 １２：００
既往最高水位 ２３．１８ｍ



北陸地方整備局 河川部水位の概要③-２ （信濃川水系信濃川）
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水位（m） 時間雨量（mm/h）

１０月１１日 １０月１２日 １０月１３日 １０月１４日

水防団待機水位 19.00m

氾濫注意水位 20.00m

避難判断水位 23.00m

氾濫危険水位 23.80m

既往最高水位 23.18m

長岡水位観測所

十日町（姿）雨量観測所

今回の洪水による最高水位
10月13日 12:00  23.87m
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北陸地方整備局 河川部水位の概要④-１ （信濃川水系信濃川）

信濃川水系信濃川の大河津水位観測所において、氾濫危険水位を超過し、１０月１３日１５時１０分にピーク水位１７．０６ｍを記録
しました。

13

■信濃川（大河津水位観測所）の年最高水位比較図
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※ 本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

氾濫危険水位 １６．１０ｍ

※ 氾濫危険水位：洪水により相当の家屋浸水等の被害を生じる氾濫の恐れがある水位

水位
（m）

＊：水文観測データ統計処理要領より統計データでは欠測であるが、比較が可能なようにデータを補填

１０月１３日 １５：１０
ピーク水位 １７．０６ｍ

昭和５７年９月１３日 １４：００
既往最高水位 １６．２３ｍ



北陸地方整備局 河川部水位の概要④-２ （信濃川水系信濃川）
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水位（m） 時間雨量（mm/h）

１０月１１日 １０月１２日 １０月１３日 １０月１４日

水防団待機水位 12.50m

氾濫注意水位 13.40m

避難判断水位 15.60m
氾濫危険水位 16.10m既往最高水位 16.23m

大河津水位観測所

長岡雨量観測所

今回の洪水による最高水位
10月13日 15:10  17.06m
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北陸地方整備局 河川部水位の概要⑤-１ （信濃川水系魚野川）

信濃川水系魚野川の小出水位観測所において、氾濫危険水位を超過し、１０月１２日２３時３０分にピーク水位９２．０５ｍを記録し
ました。

15

■信濃川（小出水位観測所）の年最高水位比較図
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※ 本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

氾濫危険水位 ９１．６０ｍ

※ 氾濫危険水位：洪水により相当の家屋浸水等の被害を生じる氾濫の恐れがある水位

水位
（m）

＊：水文観測データ統計処理要領より統計データでは欠測であるが、比較が可能なようにデータを補填

１０月１２日 ２３：３０
ピーク水位 ９２．０５ｍ

昭和５６年８月２３日 １０：００
既往最高水位 ９３．４０ｍ



北陸地方整備局 河川部水位の概要⑤-２ （信濃川水系魚野川）
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水位（m） 時間雨量（mm/h）

１０月１１日 １０月１２日 １０月１３日

水防団待機水位 89.60m
氾濫注意水位 90.00m

避難判断水位 90.80m

氾濫危険水位 91.60m

既往最高水位 93.40m

小出水位観測所

六日町雨量観測所

今回の洪水による最高水位
10月12日 23:30  92.05m
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北陸地方整備局 河川部水位の概要⑥-１ （信濃川水系千曲川）

信濃川水系千曲川の生田水位観測所において、氾濫危険水位を超過し、１０月１２日２０時５０分にピーク水位５．８７ｍを記録しま
した。

17

■千曲川（生田水位観測所）の年最高水位比較図
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※ 本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

氾濫危険水位 ５．００ｍ

※ 氾濫危険水位：洪水により相当の家屋浸水等の被害を生じる氾濫の恐れがある水位

水位
（m）

１０月１２日 ２０：５０
ピーク水位 ５．８７ｍ

平成１１年８月１４日 ２３：００
既往最高水位 ４．８６ｍ

＊：水文観測データ統計処理要領より統計データでは欠測であるが、比較が可能なようにデータを補填



北陸地方整備局 河川部水位の概要⑥-２ （信濃川水系千曲川）
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１０月１１日 １０月１２日 １０月１３日

水防団待機水位 0.80m

氾濫注意水位 1.90m

避難判断水位 4.50m

氾濫危険水位 5.00m既往最高水位 4.86m

生田水位観測所

北牧雨量観測所

今回の洪水による最高水位
10月12日 20:50  5.87m
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北陸地方整備局 河川部水位の概要⑦-１ （信濃川水系千曲川）

信濃川水系千曲川の杭瀬下水位観測所において、氾濫危険水位を超過し、１０月１２日２１時５０分にピーク水位６．４０ｍを記録し
ました。

19

■千曲川（杭瀬下水位観測所）の年最高水位比較図
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※ 本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

＊：水文観測データ統計処理要領より統計データでは欠測である

＊

氾濫危険水位 ５．００ｍ

※ 氾濫危険水位：洪水により相当の家屋浸水等の被害を生じる氾濫の恐れがある水位

水位
（m）

１０月１２日 ２１：５０
ピーク水位 ６．４０ｍ

昭和３４年８月１４日 １３：００
既往最高水位 ５．２０ｍ



北陸地方整備局 河川部水位の概要⑦-２ （信濃川水系千曲川）
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水位（m） 時間雨量（mm/h）

１０月１１日 １０月１２日 １０月１３日 １０月１４日 １０月１５日

水防団待機水位 0.70m

氾濫注意水位 1.60m

避難判断水位 4.60m
氾濫危険水位 5.00m

既往最高水位 5.20m

杭瀬下水位観測所

北牧雨量観測所

今回の洪水による最高水位
10月12日 21:50  6.40m
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北陸地方整備局 河川部水位の概要⑧-１ （信濃川水系千曲川）

信濃川水系千曲川の立ヶ花水位観測所において、氾濫危険水位を超過し、１０月１３日３時２０分にピーク水位１２．４６ｍを記録し
ました。

■千曲川（立ヶ花水位観測所）の年最高水位比較図
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※ 本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

氾濫危険水位 ９．６０ｍ

１０月１３日 ３：２０
ピーク水位 １２．４６ｍ

昭和５８年９月２９日 ５：００
既往最高水位 １１．１３ｍ

※ 氾濫危険水位：洪水により相当の家屋浸水等の被害を生じる氾濫の恐れがある水位

水位
（m）

＊：水文観測データ統計処理要領より統計データでは欠測であるが、比較が可能なようにデータを補填

＊

＊

＊

＊

＊



北陸地方整備局 河川部水位の概要⑧-２ （信濃川水系千曲川）
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水位（m） 時間雨量（mm/h）

１０月１１日 １０月１２日 １０月１３日 １０月１４日

水防団待機水位 3.00m

氾濫注意水位 5.00m

避難判断水位 9.10m
氾濫危険水位 9.60m

既往最高水位 11.13m

立ヶ花水位観測所

北牧雨量観測所
今回の洪水による最高水位

10月13日 3:20  12.46m
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北陸地方整備局 河川部水位の概要⑨-１ （関川水系関川）

関川水系関川の高田水位観測所において、氾濫危険水位を超過し、１０月１３日０時３０分にピーク水位５．８０ｍを記録しました。

23

■関川（高田水位観測所）の年最高水位比較図
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※ 本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

氾濫危険水位 ５．８０ｍ

※ 氾濫危険水位：洪水により相当の家屋浸水等の被害を生じる氾濫の恐れがある水位

水位
（m）

１０月１３日 ０：３０
ピーク水位 ５．８０ｍ

昭和５７年９月１３日 ２：００
既往最高水位 ６．９０ｍ

＊：水文観測データ統計処理要領より統計データでは欠測であるが、比較が可能なようにデータを補填

＊

＊

＊
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北陸地方整備局 河川部水位の概要⑨-２ （関川水系関川）
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水位（m） 時間雨量（mm/h）

１０月１１日 １０月１２日 １０月１３日

水防団待機水位 3.18m

氾濫注意水位 3.78m

避難判断水位 5.05m

氾濫危険水位 5.80m

既往最高水位 6.90m

高田水位観測所

赤倉雨量観測所

今回の洪水による最高水位
10月13日 0:30  5:80m
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北陸地方整備局 河川部出水状況写真 （信濃川水系信濃川・魚野川）

10/12 23:33 魚野川左岸13k7 小出水位観測所付近10/12 23:33 信濃川左岸34k7 旭橋上流付近

信濃川 魚野川

25



北陸地方整備局 河川部出水状況写真 （信濃川水系大河津分水路）

10/13 15:37 大河津分水路上空1k8 ＪＲ越後線 信濃川分水橋梁付近 10/13 15:42 大河津分水路左岸1k8 ＪＲ越後線 信濃川分水橋梁付近

大河津分水路

大河津分水路

10/13 16:22 大河津分水路8k2 野積橋より上流方向を望む 10/13 16:06 大河津分水路右岸8k 第二床固副堰堤付近 26



北陸地方整備局 河川部出水状況写真 （阿賀野川水系阿賀野川）

10/13 6:50 阿賀野川左岸18k2 新潟市秋葉区中新田地先 阿賀浦橋付近

10/13 6:52 阿賀野川左岸23k 新潟市五泉市羽下地先 早出川合流点

10/13 6:33 阿賀野川左岸32k8 新潟市五泉市馬下地先 10/13 6:58 阿賀野川左岸21k6 新潟市秋葉区六郷地先 27



北陸地方整備局 河川部出水状況写真 （関川水系関川・保倉川）

10/13 0:28 関川左岸7k1 高土町付近

10/13 0:27 関川左岸8k4 高田観測所付近

関 川

10/13 8:00 関川上空9k4 中央橋付近

保倉川

10/13 6:10 保倉川右岸0k5 港町第四排水樋管付近

関川

10/13 2:29 保倉川右岸3k1 佐内観測所付近

保倉川

保倉川

関川

関川

28



北陸地方整備局 河川部信濃川水系信濃川 河川改修事業の効果

旭橋付近 10/13 10時時点

平常時

■台風１９号の影響により、赤湯雨量観測所※では累加雨量352mm（10月12日1時～10月13日24時）を観測し、小千谷水位観測所
では、計画高水位を超過し、観測史上最高水位50.19m（10月13日10:20）を記録。

■信濃川の小千谷市東小千谷地区では、仮に築堤を行っていなければ、小千谷市内で家屋浸水が発生していたと想定されるが、
平成14年から平成21年まで築堤事業を行ったことにより、河道内で洪水を流下させることができ、小千谷市の住宅地への浸水防
止が図られた。

旭橋付近 10/10 9時時点

出水の状況

出水時

あかゆ

大河津分水路

新潟市

長岡市

信濃川

魚野川

新潟県小千谷市
東小千谷地区

平成21年10月（堤防完成後）

信濃川信濃川

平成14年9月（改修前）

東小千谷地区 整備状況（H14～H21）及び築堤事業の整備効果

改修後改修前

無堤部

旭橋

旭橋

今回の洪水における築堤の効果

宅地地盤高
47.3m

改修後断面

改修前断面

TP50.19m 今回の洪水の最高水位

堤防が無ければ
住宅地が浸水

信濃川 34.5K（旭橋付近）の横断図

TP49.94m 計画高水位TP48.50m
避難判断水位

築
堤

※信濃川中流管内雨量観測所で最大累加雨量地点

推定浸水面積：約13ha
推定浸水家屋戸数：185戸

推定浸水範囲

推定浸水面積：0ha
浸水家屋戸数：0戸

29

位置図

３４．５K
河川横断図位置A’
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北陸地方整備局 河川部信濃川水系大河津分水路 河川改修事業の効果①

築
堤

大河津分水路により、信濃川上・中流域の洪水を流下

JR越後線橋梁より下流を望む（10/13 15:37撮影） 野積橋より上流を望む（10/13 11:32撮影）
※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

上流より可動堰を望む（10/13 10:03撮影）

戦後最大規模の洪水
により堤防が決壊し
た場合の氾濫シミュ
レーション結果

大河津分水路

JR越後線橋梁 野積橋

第二床固可動堰

平常時

仮に堤防が決壊した場合、
新潟市を含め広範囲に
氾濫が及ぶおそれがあった。

×

氾濫シミュレーション結果

晴天の中、洪水を流す大河津分水路

■信濃川水系中流部の最下流に位置する大河津分水路では、大河津水位観測所のピーク水位が計画高水位を約７７ｃｍ上
回り、大正１１年の通水以来最高水位を観測。

■さらに大河津水位観測所では、約１０時間にわたり計画高水位を超過し、堤防決壊のおそれのある危険な状態が続いた
が、信濃川上・中流域の洪水を日本海に流し続け、越後平野への氾濫を防止。

× 堤防決壊地点（想定）

30

10
11
12
13
14
15
16
17
18

1
0

/
1
2
 
1
2

:
0
0

1
0

/
1
2
 
1
5

:
0
0

1
0

/
1
2
 
1
8

:
0
0

1
0

/
1
2
 
2
1

:
0
0

1
0

/
1
2
 
2
4

:
0
0

1
0

/
1
3
 
0
3

:
0
0

1
0

/
1
3
 
0
6

:
0
0

1
0

/
1
3
 
0
9

:
0
0

1
0

/
1
3
 
1
2

:
0
0

1
0

/
1
3
 
1
5

:
0
0

1
0

/
1
3
 
1
8

:
0
0

1
0

/
1
3
 
2
1

:
0
0

1
0

/
1
3
 
2
4

:
0
0

1
0

/
1
4
 
0
3

:
0
0

1
0

/
1
4
 
0
6

:
0
0

1
0

/
1
4
 
0
9

:
0
0

1
0

/
1
4
 
1
2

:
0
0

1
0

/
1
4
 
1
5

:
0
0

1
0

/
1
4
 
1
8

:
0
0

1
0

/
1
4
 
2
1

:
0
0

10/13 15:10
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位 置 図

新潟市方面

燕市

大河津水位観測所

水位の時間変化 （大河津水位観測所）

可動堰

洗堰

計画高水位超過
９時間５０分

信濃川

T.P. 16.289m 計画高水位

長岡市

大河津水位観測所 観測水位（上位３位）

順位 発生年月 水位
（T.P.m）

1 2019(R元) 10.13 15:10 17.06

2 1982(S57)  9.13 14:00 16.23

3 2011(H23)  7.30 11:50 16.13
10/13 20:30



北陸地方整備局 河川部信濃川水系大河津分水路 河川改修事業の効果②
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大河津可動堰の改築により水位を低下

■信濃川水系中流部の最下流に位置する大河津分水路では、大河津水位観測所のピーク水位が計画高水位を約７７ｃｍ上
回り、大正１１年の通水以来最高水位を観測。

■仮に、可動堰改築前に今回の洪水が発生していた場合、大河津分水路分派点付近（本川－０．５ｋ）の水位は計画高水
位を約６７ｃｍ超過していたと推定。

■平成２６年度に大河津可動堰の改築が完了し、可動堰本体の老朽化の解消と機能強化、流下断面積拡大により、改築前
と比べ約３３ｃｍの水位低下が図られたものと推定。

大
河
津
分
水
路

洗堰

可動堰

191013_11：01撮影

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

T.P.16.35m 計画高水位

191013_11：08撮影

可動堰（ゲート全開）

洗堰

可動堰

本川－０．５K

大河津水位観測所

信
濃
川

T.P.16.69m 今回の洪水の最高水位（推定）

T.P.17.02m 改修前の最高水位（推定）

大
河
津
分
水
路

約33cm低下

今回洪水時の状況

新・旧可動堰 河川横断比較図 本川-0.5K地点 河川横断図

平常時の状況 大河津水位観測所 観測水位（上位３位）

順
位

発生年月
水位

（T.P.m）

1 2019(R元) 10.13 15:10 17.06

2 1982(S57)  9.13 14:00 16.23

3 2011(H23)  7.30 11:50 16.13

※計画高水位 16.29

旧可動堰幅 約１８０m新可動堰幅 約２６７m

河川横断図位置
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大河津分水路



北陸地方整備局 河川部信濃川水系魚野川 河川改修事業・ダム事業の効果

■10月12～13日の台風19号の影響により、赤湯雨量観測所※1では累加雨量352mm（10月12日1時～ 10月13日24時）を観測し、小出水位観測所で
は、氾濫危険水位を超過。

■平成22年までに行った小出地区の引堤、西小出地区の河道掘削及び、三国川ダムの整備効果により、13.75k地点（魚沼市小出水位観測所地点）で
は約51ｃｍの水位低減が図られた。

■小出水位観測所での最高水位92.05m発生時（10月12日23:30）、三国川ダムによって約80m3/sの流量を抑えた（ 10月12日22:30時点※2）。
■氾濫危険水位を超過する洪水に対して、河川整備が効果を発揮。
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貯水位西小出改修（築堤）【H22】

小出地区改修【S49～H5】

小出観測所

破
間
川

西小出改修（河道掘削）【H22】

魚
野
川

小出地区改修のイメージ

大規模な引堤と河道掘削を実施

小出地区の河川改修状況

大河津分派点

新潟市

新潟県魚沼市小出
こ い で

10/10 9時時点 10/12 23時時点

今回の洪水における事業効果出水の状況（小出水位観測所）

河川の水位【小出水位観測所（信濃川合流点から13.75k）】

河川整備効果により、整備前よりも大きく（約５１cm（計算値））水位低下

TP90.80m 避難判断水位

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

ＪＲ上越線

←改修前の川の大きさ（S56当時）

TP92.05m 今回の洪水の最高水位

TP92.747m 計画高水位

引堤

↑現在の川の大きさ

TP90.00m 氾濫注意水位

TP91.60m  氾濫危険水位

TP92.56m 改修前の想定最高水位

三国川ダムの貯水状況

※三国川ダム効果は、小出観測所まで約１時間の遅滞時間を考慮

三国川ダムの貯水状況

下流の増水を約80m3/s
抑えました。

10/12 10/13

10/15 10時時点の貯水状況
（750万m3を貯留）

※1信濃川中流管内雨量観測所で最大累加雨量地点
※2三国川ダム効果は、小出観測所まで約１時間の遅滞時間を考慮

平常時 出水時

魚野川 魚野川
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河川横断図位置
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北陸地方整備局 河川部阿賀野川水系阿賀野川 河川改修事業の効果

■阿賀野川流域では、１２日昼前から１３日未明にかけて広い範囲で強い降雨があり、多いところで降り始めからの総雨量が
５３０ｍｍに達し、満願寺水位観測所において氾濫危険水位（８．３０ｍ）を０．５４ｍ超過する出水となった。

■阿賀野市下里地区では、JR羽越線交差部の堤防が一部切欠かれており、水防団８０名が水防活動として土のう積みを実施。
■また、周辺では洪水を流下させる断面が不足しているため、平成２４年度より河道掘削・樹木伐採を実施してきており、更に「防

災･減災、国土強靱化のための３か年緊急対策」により河道掘削等を推進し、今回の出水では、これまでの整備によって羽越線
橋りょう部において約１４ｃｍの水位低下効果を発揮した。

水位低減効果

整備後における最高水位 TP  9.67m（推定値）

整備を行わなかった場合 TP 9.81m（推定値）

整備内容

浸水想定区域

■ 河道掘削(実施済)
河道掘削(実施中)
河道掘削(実施予定)

■ 樹木伐採(実施済)

水位低減効果
約0.14m（推定値）

※ 本数値は速報値であるため、変更となる可能性があります

想定浸水家屋数 約4,800戸

水位ハイドログラフ

計画高水位 TP 10.48m

阿賀野川 18.25k 横断図

出水の状況 水防活動状況

現在整備を進めている
河道掘削範囲

阿賀野川左岸２３．２Ｋ早出川合流点上流 10/13 7時頃

堤防断面不足

10/13 10時半頃

切欠き高
TP 10.64m

33

A’

A

A A’



北陸地方整備局 河川部

34

関川水系関川 「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策」の効果

■今回の出水では、関川の赤倉雨量観測所の12時間雨量は204mmであり、H29.10出水の122mm/12hを大きく上回った。H29.10出
水では、関川6～7k付近（土橋地区）における最高水位（洪水痕跡）は、H.W.L.（河川の設計上の水位）まで上昇したが、今回出水
の当該箇所の最高水位（洪水痕跡）は、H29.10出水よりも約0.3～0.9m程度低くなった。「防災・減災、国土強靱化のための３か年
緊急対策」にて実施した当該箇所の樹木伐採等により、水位低減効果が発揮されたと考えられる。

6.0k

大臣管理区間

大臣管理区間

関川
高田水位観測所

6.0k

H28.11 撮影（伐採前） R1.9 撮影（伐採後）

関川河口から6k～7k付近については、
約0.3～0.9mの水位低減

*今後の精査により、数値が変更になる場合があります。

樹木伐採箇所

凡 例

10月13日 0：28 10月13日 7：57

【関川 左岸7.1k（高土町付近）】

関川右岸 6.6k洪水痕跡

新潟県上越市土橋地区
（6.6k）

H29.10出水
7.05m

今回の出水
6.43m

約0.60m
水位低減

H29.10出水及びR1.10出水の赤倉雨量観測所

A

A’

A A’

位置図出水状況降雨の状況

洪水痕跡調査

樹木伐採実施状況

水位低減効果

関
川

関
川

H29.10 雨量

R1.10 雨量

関川河口から6k～7k付近



北陸地方整備局 河川部

山科水位観測所 横断図
左岸 右岸

右岸堤防高

T.P.175.2m

R1.10洪水時の最高水位

7.01m

泡ノ巻・津尻改修前 7.78m

左岸堤防高

T.P.175.32m

氾濫危険水位 7.70m
避難判断水位 6.30m

氾濫注意水位 2.70m

水防団待機水位 1.80m

泡ノ巻・津尻改修前

＋大川ダムがない場合 9.13m

阿賀野川水系阿賀川 河川改修事業・ダム事業の効果
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ダムによる貯留総量

流入量

放流量

最大流入量は 約2531m3/s（10月13日 0:50）

そのときの放流量は約1697m3/sで、

防災操作により流量のピークを約834m3/s低減させました。

ダムによる貯留総量は約2,405万m3

（東京ドーム約20杯分に相当）

約2.1m
水位低下

※ H.W.L. 7.83m

■10月12～13日の台風19号の影響により、観音山雨量観測所※１では累加雨量525mm（10月11日18時～10月13日24時）を観測。
■阿賀川では、山科水位観測所、宮古水位観測所、馬越水位観測所において、避難判断水位を超過。大川ダムへの流入量（2,531m3/s）はダム完成後最大を記録。
■大川ダムでは、非洪水期ではあったが、常時満水位への引き上げを延期し低い水位を維持するとともに、関係利水者の協力の下 事前放流を実施。

貯水位を約6.3m下げ、貯水容量を新たに5,890千 m3を確保。
■上流の大川ダムの洪水調節により、下流に流す流量を最大約834m3/s低減した。 また、調節量（2,405万m3）はダム完成後最大を記録。
■昭和57年、平成14年等の洪水を契機に、下流の狭窄部で断面の拡幅を進めており、泡ノ巻地区、津尻地区の順に拡幅を完了（平成21年度より長井地区で拡幅を実

施中）。 これにより、喜多方市および会津坂下町の洪水水位を低減。
■R1.10洪水では、河道掘削および大川ダムの洪水調節により、山科水位観測所において約2.1mの水位低下効果を発揮。
■氾濫危険水位の超過が想定された洪水に対して、河川整備が効果を発揮した。

＜本数値は、速報値であるため変更となる可能性があります。＞

阿賀川下流狭窄部

山科水位観測所

大川ダム

宮古水位観測所

馬越水位観測所

大川ダム 洪水調節位置図

※1 阿賀川管内雨量観測所で最大累加雨量地点

阿賀川下流狭窄部の拡幅

事前放流により約6.3mを
水位低下（概ね最低水位）

大川ダム 事前放流により貯水容量を新たに確保

常
時
満
水
位
へ
の
引
き
上
げ
を
延
期

新たに5,890千m3
を確保

阿賀川下流狭窄部の拡幅

※大川ダムのピークカット効果量、狭窄部直上流の河道HQから、水位低減効果を算出 35



国土交通省 北陸地方整備局国土交通省「川の防災情報」
身近な｢雨の状況｣、｢川の水位と危険性｣、｢川の予警報｣などを

リアルタイムでお知らせするウェブサイトです。

パソコンから：http://www.river.go.jp/
スマートフォンから：http://www.river.go.jp/s/

QRコードはこちら

【問い合わせ先】
(気象概要、出水概要、降雨、水位 に関する問い合わせ)

国土交通省 北陸地方整備局 河川部 水災害予報センター
(河川改修事業の効果 に関する問い合わせ)

国土交通省 北陸地方整備局 河川部 河川計画課
(ダム事業の効果 に関する問い合わせ)

国土交通省 北陸地方整備局 河川部 河川管理課
〒９５０－８８０１ 新潟市中央区美咲町１－１－１
ＴＥＬ ０２５－２８０－８８８０（代）


